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ピートンウイルス（PEAV）は、ペリブニヤウ

イルス科オルソブニヤウイルス属に分類される

アルボウイルスの１つで、昭和45年代にオース

トラリアで初めて分離され、Peasonsonらによる

妊娠めん羊を用いた感染実験で、大脳欠損や関

節湾曲症などアカバネウイルスと類似した異常

産を起こすことが報告されている１)。国内では、

平成11年に長崎県、宮崎県においてPEAVが初め

て分離され、PEAVの関与を疑う異常産が西日本

を中心に複数例確認されている。 

今回、管内において PEAVの関与を疑う牛異常

産が２例確認されたのでその概要を報告する。 

１ 発生状況 

農場はそれぞれ A 市、B市に所在する肉用黒毛

和種繁殖農場で、令和２年２月及び３月にいず

れも妊娠末期の死産が発生した。症例１の母牛

は２産目で、異常産３種混合ワクチンを前年５

月に接種していた。症例２の母牛は初産で、異

常産関連ワクチンの接種歴はなかった（表－

１）。 

 

２ 材料及び方法 

（１）病理組織学的検査 

胎子の主要臓器、脳、脊髄、骨格筋及び胎盤

を10％中性緩衝ホルマリン液で固定後、定法に

従いパラフィン包埋切片を作製し、ヘマトキシ

リン・エオジン（HE）染色及びクリューバー・

バレラ（KB）染色を実施した。 

（２）ウイルス学的検査 

ウイルス遺伝子検査：胎子の主要臓器、脳、

脊髄、胎盤及び母牛血清を用いて、旧シンブ血

清群（アカバネ、アイノ、ピートンウイルス等）、

パリアムウイルス群（チュウザン、ディアギュ

ラウイルス等）、EHDウイルス（血清型共通）、

EHDV7、ブルータング及び牛ウイルス性下痢

（BVD）ウイルスを含むペスチウイルスウイルス

の特異遺伝子を検出するRT-PCRを実施した。 

ウイルス分離：胎子の主要臓器、脳、脊髄、

胎盤乳剤をHmLu1及びBHK21細胞に接種し、37℃

静置培養で３代継代を実施した。 

抗体検査：母牛血清及び胎子体液を用いて、

アカバネ、アイノ、ピートン、チュウザン、イ

バラキ、ディアギュラ、シャモンダ、サシュペ

リ、EHDV７、牛ヘルペスウイルス１型（BHV１）

及びBVDウイルス（１型及び２型）の中和試験を

行った。 

３ 検査成績 

（１）剖検所見 

２例に共通して脊柱湾曲、四肢の屈曲または

伸張、関節拘縮、四肢や体幹の骨格筋量の減少、

骨盤変形、小脳低形成が認められた。この他に、

症例１では下顎癒合不全、症例２では頭蓋骨、

下顎骨及び肋骨の変形、眼球白濁、脳出血、脳

室の軽度拡張が認められた（表－２、写真－１、

２）。 
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（２）病理組織学的所見 

２例に共通して、脊髄における腹索領域の狭

小化、腹索と腹角の境界不明瞭、腹角の神経細

胞減数や消失が認められ、骨格筋においては筋

線維の大小不同、脂肪性置換等が認められた。

さらに、症例２では小脳プルキンエ細胞の減数

が認められた（表－３、写真３、４）。 

 

 

 

 

 

（３）ウイルス学的検査成績 

２例とも RT-PCR検査及びウイルス分離は陰性

であったが、抗体検査において母牛血清及び胎

子体液からともに PEAVに対する抗体が確認され

た（表－４）。 
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 なお、両症例とも胎子主要臓器からの細菌分

離陰性、母牛血清のブルセラ病抗体陰性であっ

た。 

 以上の検査成績から、両症例を PEAVの関与を

疑う牛異常産と診断した。 

４ おとり牛調査 

平成 31年度の県内のおとり牛調査では、管内

を含む県内複数地域において、９～11月に PEAV、

EHDV７型、アカバネウイルス及びサシュペリウ

イルスに対する抗体陽転が認められた。PEAV に

ついては、県内６地域のうち５地域で抗体陽転

が認められ、最終的な陽転率は 23%であった。管

内では９月に A市、B市及び C 町において抗体陽

転が認められ、陽転率は 20%であった（表－５）。 

 

５ まとめ及び考察 

管内で発生した体形異常を伴う牛異常産２例

について病性鑑定を実施したところ、PEAV の関

与を疑う異常産と診断された。平成 31年度のお

とり牛調査結果から、農場への PEAVの侵入時期

は９月頃と考えられた。本症例でみられた発生

状況や肉眼・組織所見を、平成８年～平成 28年

に国内で確認されたPEAVの関与を疑う異常産31

症例についてまとめた松森らの報告２)と比較し

たところ、母牛の品種や産子の状態、肉眼所見

及び組織所見ともに既報と類似する点が多かっ

た（表－６）。 

 

 

表－７は PEAVの関与を疑う牛異常産の県内及

び全国での発生状況を示している。本異常産の

発生報告はアカバネ病などに比べ少ないが、西

日本に集中して確認されており、特に本県では

数年置きに PEAVの侵入が確認され、異常産の発

生報告も比較的多い傾向にある。長崎県内を地

域別にみると、今回発生が確認された平成 31年

度は、西日本を中心に複数例確認された平成 19

年度と同様に県内の広範囲にウイルスの浸潤が

認められたが、PEAV の関与を疑う異常産が確認

されたのは管内のみであった。 

 

そこで、その要因を探るために、異常産関連

ワクチンの接種状況を調査した。図－１は平成

31 年度の県内各地域の自衛防疫推進事業による

牛異常産３種混合ワクチン及び４種混合ワクチ

ンの接種頭数割合を示している。県北地域は他

の地域と比べて PEAVを含む４種混合ワクチンの

接種割合が低いことが、発生の一要因とも考え



 - 36 - 

られた。 

 

今回の結果を受け、管内関係機関に対しウイ

ルス浸潤状況等の情報提供を行うとともに、農

場に対し図－２のようなリーフレットを用いて

注意喚起を図った。 

 

今後も継続して、情報誌や研修会等で本病の

周知を行い、衛生対策や吸血昆虫対策等の指導

と併せて牛異常産４種混合ワクチン接種の推進

を図り発生予防に努めたい。 
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